
クラウドでのV i s i t i n g 解析環境について
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我が国では2023年秋からクラウド上に構築されたプラットフォームである医療・介護データ等解析基盤（HIC）が稼働して

いるほか、諸外国においても、NHS Digital TRE（英国）、Kapseli（フィンランド）などが運用されている。

概要
クラウド上に構築された安全な環境で、利用者が必要なデータにア
クセス・解析することが可能なプラットフォーム。

Visiting解析
環境の

メリット

Visiting解析環境を設ける主なメリットとして以下が考えられる。

• データのアクセシビリティ
データそのものを受領し利用するわけではないため、一定の要

件（他者から容易に覗き見されないなど）を満たせば、場所を問
わずデータを利用することができる。

• データの円滑利用
データを媒体に移し替え、受け渡しを行う手間がないため、利

用許可がなされた後に速やかにデータ解析に移ることができる。

• セキュリティ
権限が付与された利用者のみが利用し、提供データそのものは

ダウンロードできないようにすることができる。また、研究目的
の達成に必要なデータのみが提供される。

• 透明性
利用者のデータ解析のログを記録・監視することができる。

提供データ
利用者は事前の申請に従って、研究に必要と判断され承認された
データへアクセスすることができる。また、成果物等のデータはダ
ウンロードすることもできる。

利用者 アクセス権が付与された利用者。

解析環境
Visiting環境上に統計解析ツールが格納されており、利用者はツール
を利用してデータ分析を行うことができる。

Internet

クラウド上の解析環境

権限が付与された

利用者だけがアク

セス可能

申請に応じたデータセット

・・・

Internet ログ監視等の

安全管理措置

【解析ツール】

etc…

利用者の端末 利用者の端末
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医療・介護データ等解析基盤（HIC）
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【解析ツール】

NDB 介護DB

連携済 連携済

予防接種
DB

感染症
DB

難病・小慢
DB

障害福祉
DB

連結解析を可能とする法律が成立

etc…

利用者の端末

Internet

データアップロードや

成果物ダウンロード機能を実装

安全なネットワークを利用

利用者は実費相当の手数料を負担

一定の安全管理措置を講じる必要あり

医療・介護データ等解析基盤（HIC）は、クラウド上に構築されたプラットフォーム（2023年秋に稼働予定）
研究者は、リモートアクセスで安全な環境に接続し、公的DBを解析することが可能。
解析ツールや持ち込むデータ・マスタ（容量制限あり）のアップロード、成果物をダウンロードする機能を実装。

DPC
DB

検討中

HIC

※変更の可能性あり
ログ監視等の安全管理措置



Secondary Uses Service 
(SUS:二次利用サービス(※2))

英国の一次利用・二次利用における全体像
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システム提供

英国国内

MyHealth@EU
(今後EHDSに接続予定)

HealthData@EU
(今後EHDSに接続予定)

他国(EU)

一
次
利
用

二
次
利
用

公的データベース
CPRD

受診

医療機関(GP)

受診(GPを受診後、必要に応じて)

患者

EHR
システム

医療機関(病院)

ITK(※3)ガイドラインを提供

NHSアプリなどを通じSCRの情報を閲覧可能

民間データベース
• Optimum、

QResearch等

Visiting解析環境

Data Access Request Services (DARS)
データへのアクセス許可を管理するサービス

CPRD data access 
portal

Visiting解析環境

データアクセス(承認後)

利用申請 / 審査・承認

公的データベース
• Genomics England、

UK Biobank Visiting
解析環境

バイオバンク

利用申請 / 審査・承認

データアクセス(承認後)

民間企業 (医療IT)

Spine(データ共有基盤)
PDS (ナショナルデータサービス(患者基本情報等))
Patient Administration System (患者管理システム)
GP2GP (GP間情報転送サービス)
SCR (診療記録プラットフォーム)
電子処方箋
オンライン紹介状等

利用申請 / 審査・承認

データアクセス(承認後)

患者情報(年齢、性別)、診
察、紹介状、検査、処方、

予防接種情報等

データ利用者
ゲノムデータ、EHR等

血液サンプルの提供

MHRA(医薬品・医療製品規制
庁)、NIHR(国立健康研究所)

EHR
システム

医療IT
ベンダー

公的データベース
NHS England DB
HES : Hospital Episode 

Statistics等(外来,入院,救急
データ等)

データアクセス(承認後)

利用申請 / 審査・承認

要求 / 
データ提供

ONS (国家統計局)
• 死亡データの統合

システム

顕名

仮名化

データ項目匿名化

データベース

HSCN
(※1)

※1  Health and Social Care Network (HSCN) : NHSと各組織が連携するための標準ネットワーク
※2 Secondary Uses Service(SUS) : 英国の医療データを収集し二次利用するためのサービス
※3  ITK(Interoperability Toolkit : 相互運用性ツールキット)ガイドラインは、医療と社会福祉の相互運用性をサポートするための共通の仕様、フレームワーク、実装ガイドのセット

未定稿

Trusted Research Environment(TRE)
Visiting解析環境

Data Access Environment(DAE)
Visiting解析環境への安全なアクセスを管理する

プラットフォーム

要求 / データ提供

NHS England  



英国：Tr u s t e d  Re s e a r c h  E n v i r o n m e n t  ( T R E )の概要
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Trusted Research Environment (TRE) はアクセス権限が付与された研究者が安全にデータセットの受取り及び統計分

析のための環境を備えたプラットフォームである

未定稿

出所 : https://digital.nhs.uk/coronavirus/coronavirus-data-services-updates/trusted-research-environment-service-for-england#top、https://ukhealthdata.org/wp-
content/uploads/2020/07/200723-Alliance-Board_Paper-E_TRE-Green-Paper.pdf、https://www.england.nhs.uk/aac/wp-content/uploads/sites/50/2022/03/Trusted-
research-environments-TRE-development-update.pdf

目的
研究者が患者の個人情報を侵害することがない安全な環境の基で、
必要なデータにアクセス・解析すること可能なプラットフォームを
提供する

TREの
メリット

TRE利用の主なメリットとして以下の項目の担保が挙げられる

【データ品質】
→データソースを大規模にリンクできるようにし、リンクされた

データを標準化された方法で分析するためのツールを提供
【セキュリティ】

→ 権限が付与された研究者のみがTREを利用する
→ 一次データはTREからダウンロードされることはない

【透明性】
→ 研究者のデータ解析活動を記録・監視することができる

【プライバシー】
→ プロジェクトに必要なデータのみが提供される

利用者 アクセス権が付与された研究者

提供データ
研究者はData Sharing Agreement (データ共有契約) に従い、研究に
必要と判断され承認されたデータへのアクセスが与えられる

利用環境 AWS 提供のクラウドサービスによるVDI環境

① データ格納ファイル
② セキュアなデータエクスポートのため

のツール
③ Databricks、R 等の統計解析ツール

１

２

３



フィンランドの一次利用・二次利用における全体像
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④‘データ要求①保有データ
の通知Findataへの

データ提供義務を有する組織

• 社会保健省
• 国立健康福祉研究所
• 社会保険機関
• 福祉・健康国家監督局
• 地方自治体
• 労働衛生研究所
• 医薬品庁
• 社会・保健に関する
公共サービス提供機関
• 統計局
• 年金センター
• 人口登録センター

(一部適用除外データもあり)

省庁等

EHR
(Kanta: 2010年)

各DB

PHR
(MyKanta)

NCPeH③データ共有

医療関連データ
• ゲノム関連情報
• 職業性疾病データ
• 死因統計情報 等
社会福祉関連データ
• 氏名・生年月日
• 居住地
• 雇用状況・収入
• 年金受給状況 等

データ利用者

利用申請

データ要求

Act on Secondary Use of Health and
Social Data (552/2019)に基づき収集

Act on the Electronic Processing of Client Data 
in Healthcare and Social Welfare (784/2021)

データへのアクセス

医療記録、検査記録、処方箋、
リビングウィル等

処方箋については22.5年、その他の
医療記録については患者の死後12年

間保管する

※1: 首都圏であるUusimaa地域
では公的機関間でのデータ共有に
ついてのみオプトアウトで運用

患者

届出・訪問

データ閲覧・自己記録

受診

医療機関A

医療機関B

MyHealth@EU(現在一部運用中)
一
次
利
用

二
次
利
用

他国(EU)

①申請・
認証

④データ
参照

eHealth
サービス

NCPeH 医療機関

受診

SPE
※Visiting
解析環境

Node
⑥提供され
たデータの
処理・管理

⑦データ
転送

HealthData@EU (EHDS法案における構想)

データ利用者

Health Data
Access 
Body

②申請

⑧データア
クセス(許

可後)

③審査・
データ許
可の発行

④データ要求

⑤データ
提供

Health Data Access Body

Findata(2020年始動)

Kapseli
※Visiting解析環境

審査・承認、
データ送信

Act on Secondary
Use of Health and Social

Data(552/2019)に基づき収集

データアクセス
(承認後)

デ
|
タ
要
求

②データ要求

③’データ提供

フィンランド国内

バイオバンク

利用申請

データ結合申請

データ結合

ゲノムデータ
など

システム

顕名

仮名化

データ項目匿名化

データベース
EHDS法案
の対象範囲

未定稿


